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筑波研究学園都市付近で実施されたオールコアポーリングより，更新統の古環境復元を目的

として地蔵堂層，藪層，上岩橋層の有孔虫化石分析をおこなった．その結果,Rs"""0"io"

”0"た"蜘一B""e"tz /Wi血群集,Ros""JzIz ひ池''IjE60"zα群集,""zzfzz"fz"兜鋤0""

-A"""｡"趣陀"""zie"s庵α"g測地雄一CWcjdes勿加雄“－GJO60cLzssidzf""α姉“雌群集，

H"zz""""押妙pO""-E妙吻趣i"蝿"""e"況椛群集,B"c""αか癖dtz-RsE"α0"o"""

ﾉ"0"c況轆群集,A沸鋼0"ね」"0"たα－烏""""J"g""α忽魔群集,A""0""j"0"i"

-Hfz"""α麺邦Wo"'"群集,A"z"zo""6"""iformal-Rz""鰄趣邦獅0"jca-Rosα"邦a

"MzJTZE60"zα群集，島蝿吻"0蝿勿〃/"0"ic"鯉一Rosa縦α〃蝿認E加”za－E助吻域瓦獅尭"s"0g"se

群集の計9底生有孔虫化石群集を識別した． これらの底生有孔虫化石群集より，各層を下位か

ら上位へ地蔵堂層I帯, II帯，Ⅲ帯，籔層I帯(Ia亜帯, Ib亜帯), I1帯，Ⅲ帯，上岩橋層

I帯, II帯という8帯2亜帯に区分した． これらの群集は，総じて内湾～内部亜沿岸帯の堆積

環境を示している．浮遊性有孔虫化石の多産層準が地蔵堂層Ⅲ帯および薮層I帯中にみられ，

この時期に海進の極大期のあったことを認めた． また，南関東の更新統との群集対比について

も言及した．

キーワード：底生有孔虫・浮遊性有孔虫・筑波研究学園都市・ボーリングコア・更新統

謝 辞はじめに

地質調査所により1981年から，筑波研究学園都市とその

周辺地域を対象とした地表地質調査及び， 5地点における

層序ボーリング(GS－TS-1～5)が実施された（宇野沢ほ

か, 1988).本研究では， この5地点の層序ボーリングのう

ちGS-TS-1及びGS-TS-5について，地質調査所に保管

されていたコアを使用して，上岩橋層，薮層，地蔵堂層に

対比される層準の有孔虫化石の分析をおこなった．なお，

分析にあたっては，試料の採取間隔を狭めて，有孔虫化石

群集の層位的変化を明らかにし，秋元・長谷川（1989）の

古水深区分に従って古環境を推定した．

ポーリングコア試料を使用するにあたり，地質調査所の

磯部一洋博士，石井武政博士ならびに元所員の宇野沢昭氏

に種々のご援助をいただいた． また，静岡大学理学部の北

里洋教授には有孔虫化石の同定などについて多岐にわたり

ご指導をいただいた．以上の方々に厚くお礼申し上げる．

地質概説

本地域の更新統に相当する下総層群は，下位から地蔵堂

層，薮層，上泉層，上岩橋層，木下層及び常総層に区分さ

れている(宇野沢ほか, 1988;宇野沢, 1993).有孔虫化石
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の分析を行った地蔵堂層，薮層，上岩橋層の概要は，次の

通りである．

地蔵堂層は，層厚8m以上で， テフラ薄層や貝化石を含

む細～中粒砂層よりなる．

藪層は，全層厚20～25m以上で，下位層との間に不整合

の存在が推定される．下部は層厚4～20mの砂礫層～礫混

じり中粒砂層からなり，上部は貝殻混じりの細粒砂層より

なる．

上岩橋層は，全層厚1～38mである．下部は，埋没谷の

谷埋め堆積物で，礫混じり中・粗粒砂または腐植土居など

からなる．上部は海成堆積物で細粒砂～泥質細粒砂からな

り，貝殻片が混じる．

なお,この地域の有孔虫化石の分析には,青木ほか(1980,

1982),青木･馬場(1985)および宇野沢ほか(1988)があ

る．いずれも，ポーリングコアを使った研究である．

青木ほか（1980）は，筑波大学構内にて掘削された300m

の深層地下水の観測井について，貝・有孔虫・ケイソウ化

石の分析を行い，有孔虫化石について15の化石群を報告し

ている．

青木ほか（1982）では，茨城県7カ所（筑波大学･阿見・

竜ヶ崎・守谷・岩井・五霞村・古河）埼玉県1カ所（鷲宮）

千葉県3カ所（関宿・流山・鎌ケ谷）東京都2カ所（江戸

川区篠崎公園・葛飾区高砂）の13カ所のボーリングについ

て，貝・有孔虫の分析をもとに対比を行っている．

青木・馬場（1985）は茨城県南部の6カ所（鳥羽田・北

浦村・麻生町・江戸崎・竜ヶ崎・守谷）のボーリングコア

からE紗〃"""0)Zgひれ“sevar･の産出を報告し,古環境・

対比の有効性について考察した．

宇野沢ほか(1988)は，前述の層序ボーリングGS-TS-1

～3について有孔虫化石を分析し,古環境を推定している．

鏡用試料とした．

検鏡にあたっては,有孔虫の個体数が試料あたり200個体

程度になるよう残置を分割し,115メッシュ（目びらき0.125

mm)以上の個体を同定した．

分析結果

ボーリングGS-TS-1及びGS-TS-5の2カ所のボー

リングコアより採取した27試料を処理し，そのうち24試料

から有孔虫化石を得た． これらの有孔虫化石の産出状況を

表1～3に示す. ・

表には，試料番号，採取深度，試料から得られた有孔虫

化石の合計数，試料の処理量(乾燥重量)，試料乾燥重量1

グラムあたりの底生有孔虫化石数(有孔虫数:BFN),浮遊

性有孔虫化石が産出数全体に占める比（浮遊性比:P/T

比)，および産出種の個体数を示した．

次に，各ボーリングコアより見出された有孔虫化石の産

出の概要を示す．

ボーリングGS-TS-1

16試料を処理し,そのうち15試料から有孔虫化石を得た．

有孔虫化石がほぼ連続して産出する層準が， 2層準認めら

れた（図2）．

BFNは，全般的に少なく, 10以下がほとんどである．試

料1-3 (17.80-.90m)で46,試料1-10 (27.80-.90m)

で23,試料1-15 (57.70-.80m)で12の3カ所にピークが

認められる．

P/T比は，試料1-2 (15.40-.50m)で9.6,試料1-6

（20.50-.60m)で10~2,試料1-15で12.0の3カ所にピー

クが認められる．

底生有孔虫化石の種数は，試料1-6で最も多く，約30種

が確認される．

次に示す種を特徴的に見出すことができる．

A沈轆0""62"""iformal,A"""""加邦jaz,B""e"kz

/Wj",α"c"2s jO6""/zzsjE純蛾z"〃たzzs"""sE,E.

sO"""s9, E. s"聴池""/“"池, """zα”α趣邦伽0"",

湖"γγαy醜e"α 〃zi"z"α, Pαγαγ“α〃α "",0"'",

Pse""0"0"わ〃/"0"ic""2,Pse"""如晦gIz"α忽泓Q"鈍一

q"E/0czf"卸aSpp.,Rosa"兜αけ蜘鰯960""".

ボーリングGS-TS-5

11試料を処理し,そのうち9試料から有孔虫化石を得た．

有孔虫化石がほぼ連続して産出する層準が2層準認められ

た（図3）．

BFNは, 1.6～79で，試料5-4 (29.00-.10m)で47,

試料5-5 (43.90-44.00m)で79の2カ所にピークが認め

られる．

P/T比は，試料5-4で45,試料5-5で35の2カ所に

ピークが認められる．

底生有孔虫化石の種数は，試料5-4 (29.00-.10m) と

試料及び処理

試料の採取

ボーリングGS-TS-1及びGS-TS-5の実施された位

置（図1），地盤高，掘削長は次のとおりである（宇野沢ほ

か, 1988).

GS-TS-1 谷田部町松代(36．3'39"N, 140｡6'44''E)地

盤高22.31m,掘削長70.0m,筑波台地

GS-TS-5 阿見町立の越(36.2'53''N, 140｡12'49''E)地

盤高4.47m,掘削長50.1m,花室川低地

試料は，ポーリングコア中に貝化石が含まれる層準に着

目して採取した．

試料の処理

試料を80｡Cで24時間乾燥し, 20～1509を計邑したのち，

水を加え加熱し沸騰させる．構成粒子が十分に分散したな

ら加熱を止め, 200メッシュ （目ぴらき0.074m)のふるい

上で水洗した．ふるい上の残濱を電気定温器で乾燥し，検
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図l ボーリング掘削位置図国土地理院発行5万分の1の地形図「土浦」を使用した

試料5－5にピークがあり，約40種が確認される．

次に示す種を特徴的に見出すことができる．

A加沈0"jαノヒz加"i",A.舵"g"z"〃szsα"g〃〃",Bzfcce"α

介域“， α〃c"2s /06α〃/"s, Eめん〃加加""e"z"",

G/060"ss""〃"a 6jscc", """za加岬α 〃zppo"zc",

Pse""0"0"0" /tz"0"/c況加, Pse""07'0畝"α g"z池αγ［/"，

Rosa""α”〃γ咋加α"α、

Ammon/a beccar// forma l-Pararota//a n/ppon/ca

-Rosa//navj/ardeboana群集

試料1-7 (22.10 .20m)～試料1-14(39.90-44.00m)

にみられる．

A. 62ccαγ〃formalを主要構成種とし,R・ 〃"7て北加α"α，

〃〃γ"yj"g/血加加況如,R"mpo"j"を伴う.A. 6""γ〃

formalは，下部の試料1 13(36.30 .40m)～試料1 14

と，上部の試料1 7～試料1-8 (24.00 .10m)では優占

度50～60%を示し， それに挟まれる試料1-9 (26.50-.60

m)～試料1 12 (32.80-.90m)では優占度20～43%を示

す．優占度はR. 〃加湿E加α邦αが5～16%,〃・加加況如が

3～14%,R""0""が3～19%を示し， どの試料にも

共通して産出する．なお,R. り叱れた加α"αの産出は1.

62"αγ〃formalの産出と負の相関がみられる．

また，中部の試料1－9～試料1 12では,E紗〃城z"”

s"697tz〃"/osz"",Q況加9"gん“/加aspp.の優占度が高まる．

Pseudonon/on /apon/cum-Rosa//na v//ardeboana-

E/p/7/d/umkus"oense群集

試料1 1 (14.70-.80m)～試料1-6 (20.50-.60m)

にみられる‐

底生有孔虫化石群集

以上の底生有孔虫化石の主要産出種に注目して分類した

ところ，次に示すような群集に区分できる．

Ammon/a/apon/ca-Hanzawa/an/ppon/ca群集

試料1-15 (52.70 .80m)にみられる．

A･ ノ"0"",H""0"/“を主要構成種とし,AgzM(ﾉoγ~

0""Zz gg"加α”"， α〃cM@s /06α伽/"s, AE""07zowio"

ﾉ"0"ic"池を伴う．優占度は,H"W)0"jcaが23%,A.

ﾉ"o"jcaが22%, P・gaj加αγ"〃が13%, C. ノ06α〃/〃sが

12%,P./tZpo"/c"畑が11%を示す．僅かではあるが,E/.

”〃加加07ago"e"sevar.の産出がみられる．
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表l GS-TS-1ボーリングの底生有孔虫化石リスト

GS-TS-1コア底生有孔虫化石リスト
SAMPLENUMBER

上 岩

1－1 1 1－2 1 1－3 1 1－4 1 1－5 1 1－6
槁 層 ｜薮 層

1－7 1 1－8 1－9 1 1－101 1－11 1 1－121 1－13 1－141 1 1－151 1－16

COREDEPTH (m) top
bottom

０
曲
０

７
曲
８

４
叩
４

１
昭
１

０
四
０

４
函
５

５
曲
５

．
Ⅱ
Ⅱ
。
ｊ
Ⅱ
Ⅱ

０
刺
０

５
叩
６

６
函
６

『
１
１
。
『
１
０

０
“
０

８
曲
９
~
~
~

７
ｍ
７

Ｂ
１
０
■
Ｄ
４
Ⅱ
■
Ⅱ

Ｏ
Ｌ
Ｏ

９
叩
０

８
叩
９

１
口
－

20.50

~~~~~~~~~~~~~20.60

０
坪
０

１
２

２
岬
２

２
岬
２

24.00

~~~~~~~~~~~~~24.10

53.50

~~~~~~~~~~~~~53.60

26.50

~~~~~~~~~~~~ ~26.60

27.80

~ ~ ~ ~~~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~27.90

30.20

~~~~~~~~~~~~~30-30

32.80

~~~~~~~ ~ ~~~~~32.90

０
叩
０

３
卵
４

６
函
６

３
曲
３

39.90

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~~ ~40.00

52.70

~~~ ~~~~~~ ~~~52.80

処理量[g]
Aﾉ77/刀o"白becca〃(Linnaeus)formal

Am/刀o"ﾉ台6ecca"l. (Linnaeus)forma2

A/77'刀o"右becca"ﾉtep/m(Cushman)

A/77'刀o"ﾉaﾉapo"/ba（Hada）

A/刀"7o"お片erﾉe"zﾉe"sﾉsa"gzﾉわお(Kuwano)

A/刀"70"ﾉaSpP.

A〃oma伽asp･

Boﾙ'”7as切りr"わCushman

BO"W77aSp.

Bzﾉcce"/7t7Ma(Cushman)

BUcce始〃7us/お坊（Andersen）

B"〃777ﾉﾝ7e胸e上串"tﾉss"刀a(d'Orbigny)

の"c"Sai"7℃リルs（FichtelandMol l）

の"c"sspp.

Cﾉbﾉbﾉ比sわbamんs（WalkerandJacob）

｡b/bﾉ叱SPSeU士α昭芭"a""S(Cushman)

C/bわﾉ昨sspp，

Cj'cmgJ"召Pお"oめﾊs(Schultz)

、e"ra伽asp-

Eh/7/mt"77adve"α'"(Cushman)

Eわ/7/帥t"77c店l'ﾖtu"7Cushman

E〃7肋"/刀c/7Sp"/77 (Linnaeus)

E〃7肋"mﾉe"se"/(Cushman）

Eわ/7"1"77Aras"℃e"seAsano

Eh/7/"t"77orego/7e"seCushmanandGrantvar.

Eわ/7/帥t"刀so/刀ae"seTakayanagI

Eわ/7/畝"77subaﾉ℃t/c“刀Cushman

Eわ/7/跡t"77s”"7certu/刀Asano

Eわ/7/酌t"刀sub97台"αわs"/刀Asano

Eわ/7/凱"刀SPP・

Eb店士om"7e脂〃a恒e"sXs（Kuwano）

F7ssu""ac"Cuめ/tase/刀aLoebl ichandTappan
F●

ノー/SS["刀7aSp.

GわbocaSsﾉ仇ﾉ伽a6店ectaNomura

GわbU伽asp．

〃ete『o七Pa/7a/鋤7gge"7(d'Orbigny)

メ方"zawaﾉa"/PPO"/baAsano

La厚e"asLﾉ七arasP/cataCushmanandMcCul loch

Lage"acf・se/77/肋ea坊Wright
~J

Lage"aspp.

Ⅳeoco"o的"7astacｶﾉ． (Asano）

Ⅳeoco"o的ノカasp.

/Vo"わ"/刀a"PUA〃e"seOtsuka

Ⅳo"/b"e胸ste胸Cushmar'andMoyer

〃(ﾉﾉγ石｣'ﾉ刀e脂g7b6osa(Asano)

雌"γ石j/"7eルノ77ﾉｶ"ra(Takayanagi)

鮪/arora佑刀わpo"/ba(Asano)

姥宿rota胎歯片a”"a鋤.Matoba

恥"醒冶6眉te化op/℃似わ"ぢ(d'Orbignv)

PomePo"/昨Sc"bmrePu"昨sAsanoandUchio

PomSorO坊始〃7aﾙﾉ”ﾉ77a/．Chiii

Pseﾋﾉ血"o"ﾉ.o"g7ate/o"p/(d'Orbigny)

PseLﾉ“"o"/b"〃po"/cumAsano

PSe"“pO〃"70"ん刀aSP．

０

０

１

００２０

３

３

２

２

２

１

２

８

１

１

６

５

５

１

２

３

６

１

２

６

２

１

１

４

１

１

２

２

７

１

０

５

２

５

２

３

４

３

１

２

０

２

１

１

２０

８

６

１

１

２

９

４

５

５

７

０

３

１

３

１

６

３

４

４

０

１

３

２

１

１

５

０

１

２

４０

０

３

１

６

２

３

７

６

２

２
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Rosa伽aspp.

S卿77oﾉ咋胎kaRﾖe"SﾉさCushmanandOzawa

しち/wﾉ伽e/"/7a/77a"akoe/7sﾉぢ(Ishiwada)
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BENTHICFORAMINIFERALNUMBER (有孔虫数）
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表2 GS-TS-57f-|ノングの底生有孔虫化石リスト

GS-TS-5コア底生有孔虫化石リスト 藪 層 地 蔵 堂 層
SAMPLENUMBER L 5－1 5－2 5－3 5－4 5－5 5－6 5－7 5－8 5－9 5－10 5－11

COREDEPTH (m) top 24.3025.4026.9029.0043.9045.0045.7046.3047.35 48.0049-50

bottom 24.40 25.50 27.0029.1044.0045.1045.8046.4047.4548.1049.60

処理量[g] 40.0080.0025.001 5.00 5.0025.00 10.00 15.0020.0020.00 20.00

A"7mo"ﾉaﾉapo"んa(Hada) 173 15 26 6i 2 21 8 4

，4ﾉ77/77o"お片eカゼ"zﾉど"sJS(Ishizaki) 15 15 13 3

Ammo"おk”b"zﾉb"s/Sヨノ79zJ"ta(Kuwano) 14 51 1

A"7/77o"お曲片a/7abe"sfs(Ishizaki) 16

A"7"7o"/aspp､ 1 1

A"”んborW7asca冶応sa〃/77ﾉB"s店（Asano） 1 9

A"”んbo/w7asp、 5 2

4sかo"o"/o"u/刀bﾉｶ℃atuル/刀Uchio 2 2

Boﾙ.w刀aspﾉ"esce"sCushman 2

Boル"7acf.『obusraBrady l l

Bo〃'w”sp, 1 ： 2

B"cce"/if7,"(Cushman) 6 146 58 3 3 25

BUcce脂ﾉ"s/ta"(Andersen) 4 1 13 9

BUcce"asp･
~Fj

2

aﾉﾙmか7e脂e心ga"姑s/777a(d'Orbigny) 16 6 1 1 2

Bu〃m>7aﾉ77a/胃7)7arad'Orbigny 3 3 14

BU〃77"7asubo"7araBrady l

命"c応aα"bM/s(FichtelandMoll) 1 1 1 6

“"c"Sspp、 1 1

“ssﾉ'故ﾉ伽asp､ 1 2

C/b/b/昨sわbatリルs(WalkerandJacob) 1 131 47 1 1
C/b/b/比saA"e"白"us(d'Orbigni) 1 5 2

Cﾉb/b/比spsea血["79e"a"Lﾉs（Cushman） 6

C/bわ雄sspp、 2 13 2 2 2

，e"ta伽ae/刀acﾉ白歯Reuss l l
Eわ/7/血"77aｸVe""ﾉ77 （Cushman） 5 7 2 25 35 3 10 6

Eわ/7ﾉ酌UmC右”#"/77Cushman 3 14 3 6

Eb/7ﾉ跡Z"77c/tp"ﾉ77 (Linnaeus) ; 2

Eわ/7ﾉ跡Z"77AUS"Oe"SeAsano 4 15 31 19 3

Eわん酌U'刀sub97万"αわsU,刀Asano 6 2 41
Eわ/7ﾉ酌t"77sp､A 27 30 3 2 8 18

Eわん酌1"77sp､B 11

Eわ/7/勘l"77SPP、 1 6 4 3 2 2 5 3 1

F7ssL"7ｹ7acUcu的/tase/77aLoebl ichandTappan l

FxssL"7ｼ7asp､ 1

GわboCassﾉ畝ﾉ伽abﾉsec歯Nomura 7 42 1 2

Gわbocassﾉ畝ﾉ伽asp、 1 1

Gﾋﾉ虻u伽apac/げむaCushmanandOzawa l

G”oﾉ酌加/酷S〃わPO"んus（Ishizaki） 1 2 1 1

卜治"zawaﾉ白刀わpo"ﾉbaAsano 2 26 56 61 17 3

〃ere'0七Pa/7aﾉ酌砿e"(d'Orbigny) 6 14

“籠刀aaPﾉbPだ["召Loebl ichandTappan l

La月e"asじんaおspﾉcaraCushmanandMcCul loch l l 8

Lage/7ast77a茜(d'Orbigny) | 1
Lage"aspp. 21 3
Le"tﾉbL"7aca/ca/-(Linnaeus) 3' 27 1 2

Le"tわU伽asp、 1 2

峠o/e"r/cLﾉ伽a ，/a”6/"s (Reuss) 1

牝"/b〃/77a"pUA〃た"seOtsuka 2 8 7

ハわ"ﾉb"scap/7"/77 (Fichtel andMol l) 1

“"/b〃sp、 4 4

此"/b"e脂ste脂CushmanandMoyer 6 2 1

Oo"a/7axadgo/7a(Wi l l iamson) 1

0o伽asp, 1

0"比rsa〃S",T7bo"at"s(Reuss) | 7 10 2

Pseu血"o"ﾉ.o〃/白po"/cumAsano 21 58 38 3 14 1 1 144

Pse""po/y777oﾉP"/"aSP・
~′ﾛ

1

Pseu土rora〃白身召ﾉma〆鋤･ (d|Orbigny) 24 16 14 14 2 4

Rﾉ"e"/a sp, 1

"ectobo"1">7arap/'ar7a(ParkerandJones) I I 5

Rosa伽ab/召の/(Cushman） 1 2

師Sa伽aW治r昨boa"a。,Obigny 2 171 148

師sa伽aspp, 2 4

sa垣Ce"a"asp, 2
~ハ’ ロ~JD

D/7aero/、"a Sp､ 1

s増777o/咋脂Aa顔e"sﾉsCushmanandOzawa 2

鋤/7o"aperta〃7acbear/7/・Vella 2

Miscel laneous 2

9en． etspp、 indet. 4 1 3 6 8 2

TOTALNUMBEROFBENTHICFORAMINIFERA 253 318 230 233 395 363 259 225 0 0

TOTALNUMBEROFPLANKTONICFORAMIN【FERA 4 41 81 194 192 12 9 5 0 0

P/TRATIO(%) (浮遊性比) | 16 1 1 .4 26.0 45.4 32.7 3.2 3.4 22
BENTHICFORAMINIFERALNUMBER (有孔虫数) | 63 4.0 9.2 46.6 79.0 14.5 25．9 15．0 0．1

COREDEPTH (m) top
bottom

25.40

~~~~~~~~~~~~~25.50

０卸０
３－４

４垂４
２垂２

０』０
０垂９

６酌７
２和２

29.00

~~~~~~~~~~~~29.10

０ｍ０
９”０

３，４
４ｍ４

45.00

~~~~~~~~~~ ~~~45.10
45.70

~~~~~~~~~~~~~45.80
46.30

~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~~46.40
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表3 GS-TS-1およびGS-TS-5ボーリングの浮遊性有孔虫化石リスト

GS-TSコア浮遊性有孔虫化石ﾘスト ’ ｜|藪層 藪 層 ｜ 地蔵堂層
GS－TS－5

1 121 1－141 1－15 1－16 1 5－1 1 5－2 1 5－3 1 5－4 1 5－5 1 5－6 1 5-7 1 5－8 1 5－10
3280 3990152701535012430 2540 26.90 29.00 4390 45.00 4570 4630 4735
3290 4000152801 536012440 2450 2700 29.1014400 4510 4580 4640 4745
4ug 400120q20旦型且800 250 50 1 50 250 100 15.0 2QO

1 2 8 23 28 44 1 3 1

1 1 4 2 4 18 1 1 1

1

4 4 11 4 1

1 1 6 8 13 11 2

1

1 3 3

1

1 1 5 1 2 2 2 5 1 1

21 1 1
1 1

1 11

1 1 3 8 8 1 1

1 2 ’ 1 1

1 1 3 2

1 2 1 2 2 1 1 20

1 1 1 ' ’ 2
9 9 22 52 ’ 30 3

2 1 1

1 5 2

1 3 9 9

2 2

2

1 1 1 3 6 3

1

1

1 1 2

1 1

2

3 21 6
31

1 2

2

2 3 1 1 14 2

3 31 321 1 4 41 81 194 192 12 9 5 1
257 2161 242 0 253 318 230 233 395 363 259 225 0
1．2 14 11 ~7 1 1~6 11．4 26．0 45．41 327 32 3．4 2~2
6~4 5．4 12~1 6~3 4~0 92 46~6 79~0 14~5 25．9 15~0

上 岩 橋 層
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1－6 1 1 7 1 1－9
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、イ

P･ ノヒZpo"jc"",R. 〃"7t左加α"α,E. 月"s"e"SEを主要構

成種とし,BzJcce/〃か"",A加加0""6"""iformal

を伴う．優占度はP. ノ"""z螂加が8～26%,R・ ひ北γ‐

咋加α"αが10～26%,E.〃"s"02"seが7～26%を示し， ど

の試料にも共通して産出する．

下部の試料1-4 (17.80 .90m)～試料1-6では, P/

T比が上位に向けて減少するとともにEゆん〃加沈 s"6-

gm""/osz"",E. sowz""sgの優占度も減少する． また,A.

6eccαγ〃formalが優占度7～12%産出する． さらに，試

料1-5 (18.90-19.00m)では,B."""の優占度が15%

を示し，試料1-4ではQ""q"g/0c"""αspp.の優占度が

19％を示す．

上部の試料1－1～試料1-3 (16.50 .60m)では,R

j"0"jc"沈の優占度は試料1 3で26%と最大となり，上

位に向けて減少する．一方で,R・ 〃"7てん加α"αの優占度は

上位に向けて増加し，試料1-1で最大26%となる． また，

試料1 2 (15.40 .50m) と試料1-3では,B./Wi"の

優占度が14～15%を示す．

PseudononﾉOn/apOnﾉ'cum-Bucce//a"/g/da群集

試料5-8 (46.30-.40m)にみられる．

Rﾉﾋz加"jcz"7z,B.介糎”を主要構成種とする．優占度は

RﾉﾋZpo"jczz加が64%,B.""ぬが11%を示す．

Rosa//nav//ardeboana群集

試料5-6 (45.00-.10m)～試料5-7 (45.70-.80m)

にみられる．

R. 〃"αγ火加α"αを主要構成種とし,Htz"zaz"”α

"mpo"i",A加加0"zαノ"0"'",A.舵"e"zie"s応を伴う．

優占度はR.""7t北加α"αが47～57%,A.j"0"ic", A.

〃g"g"z泥"sisが3～6%を示す．試料5-6ではH.

"mpo""の優占度が17%を示す．

HanzawaﾉanﾉppOnﾉ'ca-Ammon/aket/enzﾉensﾉ.s angu/ata

-Cjb/c/des/obatu/us-G/obocass/du//nab/secta群集

試料5-5 (43.90-44.00m)にみられる．

H""po"",A. "2"e"z""sjSα〃g〃〃", C. /0加伽〃S,

G. 6jScc敗を主要構成種とし, L〃jc"""α"/c""E/-

pﾉz〃〃池”〃“"柳, B〃"加加α加α増z"α”, """0/"α

〃”或廼gγ〃を伴う.H"mpo"",A.睦"g"zie"sis ""-

g"此z", C. /06α雌/"s, G. 6iSec"は優占度がどの種も

11～14%を示し, L， c"Ic""E. """2"〃"z,B.加α噌加αjIz,

H"""geγ〃は優占度がそれぞれ4～9%である．

Hanzawaﾉanﾉpponﾉ'ca-E/P/7/d/umadvenum群集

試料5-4 (29.00-.10m)にみられる．

H"Wo"ic",E.""""脚,C"cidesspp.を主要構成種

とし,A加加0〃加舵"g"zie"sfs ""g"〃", A加糀0〃zα”一

々α"α6e""iS,Pse"伽γ0m"αgrzj加αγ”を伴う．優占度はH

"mpo"/ccz,E."d"""加ともに11%, Cj"c"esspp.は16%

を示す．A. "e"2"z""sjSα"g"ﾉﾋz",A.〃たα"α62"jMS,R

gzz"α”がは， ともに6%の優占度を示す．

Bucce//a#/g/da-Pseudonon/onﾉapon/cum~群集

試料5-2 (25.40-.50m)～試料5 3 (26.90-27.00m)

にみられる.

B・か鞍血,Rﾉ"0"jc"池を主要構成種とし,A加加0"zα

jtzpo"",Psg"伽""ﾉjtzgrzj柳α"〃を伴う.B./ｸなj血の優

占度は46～25％で上位に向かって減少し,P.jtzpo"jc"加は

17～18%,A. ノ"加"jcaは5～11%,P． “"α"〃は5

～6％の優占度を示す．

Ammon/a/apon/ca-Pseudorota//aga/mard〃群集

試料5-1 (24.30-.40m)にみられる．

A. /"0"i", P. gα〃"α”〃を主要構成種とし

庇e況伽"0"0〃ﾉﾋZpo"jc況加を伴う．優占度はA.jtZpo""aが

68%,P.“"αγ”が10%,Rﾉtゆ0"/c"柳が8%を示す．

なお，試料5-1は，有孔虫化石の保存が不良であった．

化石群集による各層の帯区分

ボーリングGS-TS 1及びGS-TS-5のボーリングコ

アの層序区分と前述の有孔虫化石が産出する化石帯とは，

次のように対応する．

GS-TS 1試料1-15の化石帯……………･…･……･藪層

試料1-1～試料1-14の化石帯……上岩橋層

GSTS-5試料5 5～試料5-8の化石帯･ ･…･地蔵堂層

試料5 1～試料5－4の化石帯…･･…･…藪層

以上の各層を前述の底生有孔虫化石群集により，下位より

上位に向けて次のように帯区分することができる．

地蔵堂層

I帯盈“伽"0"われ/"0"ic況加B"“"〃ん"dtz群集

II帯Rosa""α”んがg加α"α群集

ⅡI帯H""""""""0"j“－A沈加0""舵"“z彫"sis

α"g"/α”－α〃cj火s /06α"/"s－G/060c"ss""〃"a

6fs"舷群集

藪層

I帯 Ia亜帯H""zα〃αj〃 邦秒加"jcfz-E肋〃”加獅

〃""e""噸群集

Ib亜帯A柳沈0〃jα ノα加邦ica－Hα〃zα〃αね

""jo"/cα群集

II帯BzzccE/〃か壇jmz－庇g"do"0"j0〃/tZpo"iczf加群集

1I1帯A加加o"”ﾉ"0"'"－盆e""0m〃/mg"”αγ”群集

上岩橋層

I帯A加沈o"ifz6""γ〃formal-Rz7woitz/itz""po"jc"

-Rosα/伽α〃"〃e加α”α群集

II帯Pse況伽"0"われノ"加刀jc況沈一Rosa/"α 2ﾉ"7て左加α〃a

-E肋〃α加沈片"s"02"sE群集

有孔虫化石群集の特徴と堆積環境

本報告では，秋元・長谷川(1989) に基づき古水深を推
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定した．同論文は，有孔虫遺骸群集の深度による変化から，

日本周辺海域を西南日本沖太平洋・東北日本沖太平洋・日

本海沿岸水域・日本海外洋水域にわけて，浅海帯から漸深

海帯の範囲について深度帯を区分し， これらの海域毎に現

牛底生有孔虫の上限深度帯を明らかにした．なお，東北日

本沖太平洋では，浅海帯は内部浅海帯（0～20-30m),中

部浅海帯(2030～70-76m),外部浅海帯(70-76m～170-180

m) と区分している．

らにA・舵"e"zig"sisα"g"ﾉﾋZ"は，黒潮影響下の水域のみ

に分布し，多産帯は50～100m間に認められ,浅海種である

が，内湾相を好まず，塩分濃度の高い外洋に分布するとし

ている （井上, 1980).

また,A・舵"e"zie"siSα"g"〃”やそれに伴って産出す

るLe"#c"I加α"/"KB""沈加α脚α噌加α","2"70""

〃α〃伽g9γ〃そして小数ながら含まれるA郷〃“かれα spp.,

Gwo""oidt2s"Wo"jc"s,R"Zひ加"""α"'〃α""sは，い

ずれも上限深度帯を中部浅海帯や外部浅海帯とする種であ

る （秋元・長谷川， 1989)．

以上のことから，古環境はII帯より水深が増し，暖流水

の影響の強い沿岸で，古水深は中部浅海帯が推定できる．

また，本帯が地蔵堂層における海進の極大と考えられる．

地蔵堂層

I帯

盆“伽"0"i(7"jtzpo"jc"沈一Bzfc"/〃〃“血群集で特徴

づけられる. P/T比は2.2%, BFNは15でともに小さい．

R/tZpo""剛の産出は64%を占める．

海保・長谷川(1986)は福島県小名浜沖の底生有孔虫の

深度分布について調査し,Bl～B6帯に区分した.その中で，

RノヒZpo"/“加は15～80mないし100m間でほぼ均質に分布

していると報告している． また,Matoba(1970)は，松島

湾の有孔虫の分布を調査し,P.ﾉ"0"/c"沈が湾央部や湾口

部に分布しているとしている．さらに,P.j"0'zic"加とB.

〃“伽は，いずれも上限深度帯を上部浅海とする種である

（秋元･長谷川, 1989)．以上のことから，古環境は湾央～湾

口部で，古水深は内部浅海帯が推定できる．

なお, I帯の下位の試料5 9～10は，産出個体数が少な

いため， その詳細は不明である．

II帯

Rosa""α〃"γ火加α"α群集で特徴づけられる. P/T比

は1.9～3.4%,BFNは15～30で小さいが， ともにI帯より

増加する．R. 〃"αγ"g加α"αの産出は47～57%を占める．

海保・長谷川（1986）の福島県小名浜沖を調査では,R.

""7TJE加α"αがBl帯(15～50m)に多いとし，井上(1980)

では，黒潮一親潮混合表層水フォーナの主要構成種として

いる． さらに，小杉ほか(1991) は，内湾域の有孔虫を6

つの環境指標種群に分け,R."〃γ"e加α"αを藻場種群に分

類している．

また，上位に向けて優占度が高まるH""z""""

〃”0師“は，井上（1980）によれば暖流系浅海種とされて

いる．

以上のことから，古環境は近傍に藻場のある湾央～湾口

部で，古水深は内部浅海帯が推定できる． また，上位に向

けて暖流水の影響が強まったと推定できる．

1I1帯

"""zα”α”〃秒Z)0邦jmA沈沈0"""2"e"zたれs応 α”‐

g"〃如一α"c･"cs /06α如如s-GJo加mss〃"""α肱""群

集で特徴づけられる． P/T比は34.8%, BFNは79で, II

帯より急激に増加し，種数も同居の中で最大となる．

H〃ゆpO"icaは暖流系浅海種であり, G. 6iS""は本邦

太平洋側の大陸棚に広く認められる暖流系の種である． さ

藪層

I帯

I帯は, Ia亜帯とIb亜帯に区分できる．

Ia亜帯

HLz""""""mpo"jc(z Eゆん〃加柳”ひg""畑群集で特

徴づけられる. P/T比は45.4%, BFNは47を示し，併せ

て種数も同層の中で最大となる． また,A加加0"〃舵"g"‐

zig"sisα"g〃如如,A獅沈0〃わ"たα"α69"iSiS,Pse"do""/m

g"畑αγ耐4α〃c"es /obα卿ﾉ"sを伴う．

H"mpo"i",E. α伽e""",Rgzzj池α""C. /06""/"s

は，秋元・長谷川（1989）によれば， これらの種の上限深

度帯は内部浅海帯である．

Inoue (1989)は,Rgg"”αγ”とH"mpo"i"が日本

海やフィリピン海の50m以浅に多いと報告している．また，

長谷川(1993)は，おもな種群の分布と100m層における最

低水温および最高水温を調査し， 日本付近の有孔虫をその

地理的分布から5種群に区分している． その中で，本帯の

構成種であるA.""""6E"isis,H"Wo"",P.g"汎αγ‐

〃4Ⅳ0"”〃晩α”"〃zie"sisは種群IIとされ， 日本列島周

辺を流れる黒潮，対馬暖流，津軽暖流の分布と一致すると

している．

また，本帯からA."""cz6e"iSisが7%ほど産出してい

る．本種は，天竜川河口沖水深100～200mの細砂底

(Akimoto,1990),小名浜沖B3帯(160m-254m)大陸斜

面最上部（海保・長谷川， 1986)， オホーツク海をのぞく

20～250mの水深からの産出が報告され,内湾より外洋から

の報告が多い(井上, 1980)． さらに，本種の上限深度帯は，

秋元・長谷川(1989)によれば下部浅海である．

以上より，古環境は暖流水の影響下の湾口部～沿岸で，

古水深は内部浅海～中部浅海が推定できる． また，本帯が

薮層における海進の極大を示すものと考えられる．

Ib亜帯

A沈加0”αノ"0""-"""zα〃”α〃mpo""群集で特徴

づけられる. P/T比は12.0%, BFNは12を示す．種構成
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は, Ia亜帯と11帯の中間的な特徴を示す．

A./"0"j“の優占度が22%で,本種は，湾奥部の分布は

希で，湾央から湾口部に多産する （井上, 1980).

また，井上(1980) により暖流系浅海種とされるH

〃ゆpo"/caの優占度が23%を示す．

一方，伴って産出するE肋〃〃j"畑07"0"e"SeVar・の日

本近海での分布は，井上(1980)によると北海道の紋別沖・

登別沖・江差沖及び青森県八戸沖であるとされている． ま

た，長谷川（1993）によると本種は親潮の影響を受ける混

合水域以北に分布する種群1Vに分類されている．

以上より, Ia亜帯に比較して水深がより浅く，寒流水の

影響がやや増したと考えられる．

II帯

Bz""/〃ﾉうfgi"-PsE"伽邦0"jo〃/"0"jczf加群集で特徴

づけられる． P/T比は0.9～22.6%,BFNは4～9で，上

位に向けて減少する.B."""の優占度が高く45%を占

める．

B."""は，釧路沖の浅海性群集における主要種であ

り (Ishiwada, 1964),北海道の厚岸湾内の主要種である

(MorishimaandChiji, 1952)．長谷川(1993) によると

本種は温帯域の種群1I1に分類されている．

さらに，暖流系浅海種であるH""zα”α"""po"'"は，

I帯で主要種であったにもかかわらず本帯では産出がなく

なる． しかし，暖流系浅海種であるRgzz"α”〃の優占度

が5～6％残存している．

以上より，古環境は内部浅海帯でI帯に比較して水深の

浅い湾央～湾口部が考えられる． なお，寒流水の影響がや

や増したものと考えられるが，暖流系浅海種も残存してい

る．

Ⅲ帯

A加加0"jaj"0"'"庇e"do"〃加g"畑αγ"〃群集で特

徴づけられる. P/T比は1.6%, BFNは6でともに小さ

l/].A. ノヒZpo""の産出は, 68%を占める．

z4ﾉ"0"jcaは，湾奥部の分布は希で，湾央から湾口部に

多産する(井上, 1980).Rg"加α〃〃は．広島湾の湾口部

（加藤1986),大阪湾の湾口部（紺田・千地, 1986),小

浜･舞鶴湾の湾口部（森嶋， 1947)，以上のように，内湾に

おいては湾口部に分布している．

以上より，古環境は外洋水の影響が低下した湾央～湾口

部で，古水深は内部浅海帯が推定される．

なお，試料5-1は，有孔虫化石の保存が不良であった．

そのため相対的に殻の丈夫な種の優占度が高くなった可能

性がある．

はO～1.4％で顕著な増減の傾向はない． BFNは2～23

で，試料1-10で最大となる．種数は小さい．

本帯の上部と下部ではA. 6e"αγ〃formalの優占度が

高く，中部ではR"mpo"i",〃"γmy"g/〃加加zz", R.

""7tjg加α"αの優占度が高いとともにE肋〃〃雌加 s"6-

97tz〃"/os"",Q況加9"g/0c"/伽aspp.を伴っている．

A. 6Ecc(z"/は， 日本の内湾の湾奥部に特徴的な種である

（小杉ほか, 1991 ; Ikeya, 1977;石和田, 1958;高柳，

1955). そして， ここで産出しているA. 69"αγ〃formal

は,Matoba (1970)のA. 6"""iformalに相当するも

ので，内湾奥部の水域に分布する．

R〃幼加"j“は，海保・長谷川(1986)の福島県小名浜

沖を調査では, 40m以浅に多く，浅いほど含有率が高く，

Matoba(1970)松島湾の調査によれば湾口部の特徴種であ

る． また，岩礁地生底生有孔虫で海藻上に仮足を張り生活

する葉上生活者の代表である （北里， 1986)．

R. "i""E加α"αは，前述の通り，黒潮親潮混合表層水

フォーナの主要構成種（井上, 1980)で，小杉ほか(1991)

は藻場種群に分類している．

また，筑波台地の地下には上岩橋層下部層の堆積に伴っ

て形成された大規模な埋没谷が伏在している(宇野沢ほか，

1988;宇野沢, 1993).本帯が含まれている上岩橋層の下部

はこの谷埋堆積物にあたる．

以上より，古環境は地形的な谷部に海水が進入してでき

た湾の湾奥部と推定される． なお,A. 6""γ〃formalの

優占度の変化から， その中で小規模な海進海退があり，一

時的に潮通しのよい時期があったものと考えられる．

II帯

E〃〃〃況沈 h"s"02"sE氏g"α0"0"jO〃 ノ"0"ic"郷

Ros"/加α〃/"〃e加α邦α群集で特徴づけられる．

P/T比は2.1～10.2%で試料1 6と試料1 2にピークが

ある． BFNは試料1－3で最大の46となる．

I帯の特徴種であったA加加0""6""γ〃formalの優

占度は急激に減少する．一方,E. ""s"De"se, Bz"""tz

/"gidtz,P."加邦jc"噸は，いずれも湾央部～湾口部に分布

する (Matoba, 1970).

以上より, I帯では谷部にとどまっていた水域が，海進

にともなって谷を越えて広い湾を形成した．古環境は， そ

の湾の湾央～湾口部で，古水深は内部浅海であったと推定

できる．

浮遊性有孔虫化石

GS-TS-1コアでは全体的に産出個体数は少なく，対比

を行うのは難しい． しかし，試料1－15と試料5 4とは，

産出個体数は異なるものの， ほぼ同様な種構成からなるこ

とから，同2試料は対比できるものと考えられる．

GSTS-5コアでは，試料5-4 (29.0029.10m),試料

上岩橋層

I帯

A加加0""6"""i forma l-Pzzγ"γ0〃/”れゆ加"jc(z

-Rosα""α”〃〃c加””群集で特徴づけられる． P/T比
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5-5 (43.9044.00m)の2層準に浮遊性有孔虫化石の多

産層準が認められる．両試料からは熱帯～亜熱帯種である

G/06"γ"0"gsco"g/06"伽s,Gc"沌加"s,G. 7w62%盈"/-

ん"i"加α0〃"""0“如如(KennettandSrinivasan, 1983)

などを産する． さらに試料5 4からは, G. か〃"‐

cα畝""0"es,G/06"2γ加加g/"伽α雌が産出し，試料5-5

からはOγ6"/加α〃"z〃e応α,G/06jggγ"α〃69scg"seが産出

する． また，両試料からG/0加”〃/"c7Izss”γ畑iSが産出

する. B6 (1977)によれば， これらの種は35.3%｡を越える

高塩分濃度の海水中に生息する種である．気候の温暖化に

伴い，低緯度地域の高塩分濃度の水塊が古東京湾に流入し

たものと考えられる． これは，同層準に高塩分濃度域に生

息する底生有孔虫Awzwo""""e"zie"s応α"g"如如が産

出することと整合的である．

一方，同層準では寒冷種であるNCQg/0609〃“河"a pa‐

chy此γ”αの右巻き個体も産することから，寒流の影響も

あったことを示唆している．

さらに上位の試料5-3 (26.90-27.00m)になると,G

""ssq/b""is, G/0加γ0m伽加/7tz", G/0加70""tz """-

“伽""oid@sなどの温帯域に生息するG/0加γ0"ﾉ"(B6,

1977)をわずかに伴うのみで,G.""g/06"zfs,G.e"沌加"s，

G. 7"62%P. 06"9〃"oc"jtzZαなどの熱帯種が消え，

G/06ggγ"α”"0"es, G/06唾γ"αq況加9""06", JV:"-

c勿咋γ"zα等を中心にした単調な群集へと変化する. B6

(1977)によれば， これらの種は栄養化した海域に生息す

る群集である． また，個体数は少ないものの〃p"c勿"gγ‐

加αの左巻き個体も産出する．〃pac""gγ脚αの左巻き個

体は， 4月の平均表層海水温が7.2｡Cを下回る地域で確認さ

れることがわかっており (Ericson, 1959),本地域でもか

なり寒流優勢な環境が出現したことを示している．

同じコア試料を用い貝化石を調査した磯部ほか（1985）

は，古環境を現在の鹿島灘の海況より多少冷たい仙台湾か

ら内浦湾にかけた浅海域の細粒一砂質泥底の生息貝類と同

様の種が多いと述べている．青木・馬場(1973)の千葉か

ら茨城にかけての地上露頭についての貝化石の検討では，

相対的に高温期にあるとみられる層準でも寒流系種といわ

れるものの頻度はかなり高く，親潮の潜流の影響がたえず

あったことを示していると述べている．浮遊性有孔虫化石

の検討でも全層準にわたり，寒冷種の産出が認められ，特

定の狭い層準のみに温暖な群集が産出する． これは本地域

が，寒流支配下におかれており，海水準の上昇によって暖

流が流入した時のみに暖流種が流入し，寒暖混合の種構成

をもった多産層準が形成されたと推定される．

で，堆積相，貝化石の産状，貝化石の組成を調査し，地蔵

堂層中に3回の明瞭な海進・海退を認め，堆積シークエン

ス1 ･ 11 ． 1I1と区分した． この内，堆積シークエンスIで

は泉谷化石帯層準にて最も水深が深く，堆積シークエンス

Ⅲでは，地蔵堂化石帯層準で最も水深が深いとしている．

堆積シークエンスIIは，地蔵堂層が最も厚く堆積した地域

のみに見られるとしている．

鈴木・青木（1962）は，地蔵堂層と藪層の有孔虫化石に

ついて調査し，泉谷化石帯の有孔虫は内湾的な環境を示し

浮遊性有孔虫の産出はまれであり，一方，地蔵堂化石帯で

は，比較的狭い範囲に,P"脆"”""α0〃"""0c"〃”などの

暖流系種が多くなるピークが認められ，その上下の砂層で

は，寒流系種が優勢であると報告している．

さらに，真野・大久保（1981)，青木・馬場（1973）は，

貝化石の分析し，泉谷化石帯は親潮型海流の影響を示す群

集であり，地蔵堂化石帯はGjycywz"is p"s67fyj

Cr)prOpecた〃〃gsic"/os"s群集が特徴的に産出し，下総層群

の中では古水温の最も高い亜熱帯的な群集であり，そして，

丹原化石帯は暖流系も混じるが寒流系種が優勢な群集であ

るとしている．

GSTS5に認められる地蔵堂層111帯では，熱帯～亜熱

帯種であるG/06"γ加oidEsco"g/06α〃s,G. e"形獅zMs,G.

""6eZRO6"9〃"0c"ん〃などを産出し，浮遊性比も突出し

て高く，底生有孔虫から判断される古水深も中部浅海と最

も深い． これらの特徴から，地蔵堂層Ⅲ帯は，地蔵堂層上

部に位置する地蔵堂化石帯の層準にあたると考えられる．

江戸川層（東京港地下地質研究会， 2000） との対比

金子ほか（2000）は，東京港地域で実施されたボーリン

グ調査で，上総層群最上部の東雲層，下総層群相当層の江

戸川層及び東京層の有孔虫化石の分析をおこない江戸川層

下部I帯，江戸川層中部I帯，中部II帯，中部111帯と区分

している．なお，江戸川層はテフラの対比により藪層に対

比されている （東京港地下地質研究会火山灰グループ，

2000)．金子ほか(2000)によれば，江戸川層中部層II帯は

E〃ん〃醜加α伽e""",Bz""/〃""s"", Pse""0"/itz

gzzj柳αγ”を主要構成種とし,A加糀0""ノ"0"",Hfz"z･

α"α加邦"po"jc", JVb噸0兜加α”"〃zje"siSを伴い，有孔虫

数，浮遊性比ともに高い．そして，江戸川層中部層1I1帯は，

氏e〃cjO"0""〃ノヒZpo"icz"",BzMccg/〃〃“血を主要構成種

とし,A.ﾉﾋZpo"i",""sO70"/"抑αﾙ"α池"Rosa""αSpp.

を伴い，有孔虫数，浮遊性比が江戸川層中部II帯に比べて

大きく減少しているとしている．

GS-TS5に認められた藪層のI帯は,H"mpo""

E."""g”況加群集･A､/tZpo"ica－H"mpo"jca群集で特

徴づけられ，有孔虫数，浮遊性比はともに高く，種数も多

い． そして，藪層のII帯は, B･か“血一Rﾉﾋ"0"jczJ加群

集で特徴づけられ，有孔虫数，浮遊性比は，上位に向けて

考 察

地蔵堂層（徳橋・遠藤, 1984) との対比

鎌滝・近藤(1997)は，地蔵堂層の模式地及びその周辺
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減少する． これらの藪層のI帯からII帯の群集組成，有孔

虫数，浮遊性比の変化は，江戸川層中部II帯から1I1帯の変

化に類似している． さらに，江戸川層中部II帯の上部に産

出するEゆ〃〃〃"2 07ZgO"e"scvar.がGS-TS-1の藪層

Ib亜帯より産出している．よって，藪居のI帯は，江戸川

層中部II帯に，藪層のII帯は江戸川層中部Ⅲ帯に対比され

ると考えられる．

var､の産出層準は藪層にあたる層準からであり，青木・馬

場（1985）の産出層準と一致しない．今後の検討が必要で

ある．

ま と め

今回の分析の結果，次のようなことが明らかになった．

(1) 地蔵堂層，藪層，上岩橋層より連続して有孔虫化石が

含まれる居準を見出した．

(2) 次に示す9の底生有孔虫群集を見出した．

・盆2"”"0"io邦/"加"cz"z-B"ccg"〃β狸”群集

･Rosa""α〃"γ咋加α邦α群集

･H""zα鮒aitz"mpo"icaA加加0"”舵"e"z""sis α〃

g〃ん雄一α〃ci(JCs/06α加伽s G/O加c(zssid"""a6jS""

群集

・Htz"zα"α""mpo"'"-E肋〃〃加加”"e"況沈群集

．B"ccg/〃か域”－恥g"0'zO"""jtzZ)0"ic況加群集

．A加獅0"”/tZpo"/ca-Psezfd0"趣ﾉ"grzi加α"〃群集

。A加加o"jαﾉ"0"ica"""zα〃α""Wo"/cfz群集

。A沈加0""6e"""formal Pm'zz70"/"""bo""

Rosa/伽α〃"γ咋加α"α群集

･Psg"伽"0"jo" ノtゆ0"jc況加一Rosa/伽α 2ﾉ"""e加α"a

-E肋〃〃"畑陀"sか02"Sg群集

(3) 底生有孔虫群集より,各層を下位から上位に向かって，

地蔵堂層I帯, II帯, 111帯，藪層Ia亜帯, Ib亜帯, II

帯， Ⅲ帯，上岩橋層I帯, II帯と区分し，古環境の変遷

を明らかにした(図4）． なお，古水深は地蔵堂層Ⅲ帯が

中部浅海,藪層Ia亜帯が中部～内部浅海で,他の帯は内

部浅海であった．

(4) 地蔵堂層1I1帯および藪層I帯中に明瞭な，浮遊性有孔

虫化石の多産層準を見出した．

この層準は古東京湾で形成された地層の対比に有効で

あると考えられる．

(5)地蔵堂層Ⅲ帯は，地蔵堂層中の地蔵堂化石帯に対比さ

れると考えられる．

(6) 藪層のI帯からII帯は，東京港地域の江戸川層中部II

帯からⅢ帯に対比されると考えられる．

上岩橋層（竜ケ崎団体研究グループ， 1994） との対比

竜ヶ崎団体研究グループ（1994） は，稲敷台地南部の下

総層群を調査し，江戸崎町時崎の上岩橋層より，全般的に

PsEMIo"0"jo〃ノ"0"jczz加が多産し,A加加0""62cc(z"4

A加加0""/"0"jc(z, Bz"""α方憩〃α, E妙〃α加加

c〃〃”"”,E肋〃城況"@ た"sか02"se,H""z"加α”〃功po"'",

Q況加9〃e/oc"/加αspp.,Rosa/"α〃加湿E加α"α等を伴う群

集の産出を報告している．これらの種は，いずれもGS-TS

-1に認められる上岩橋層II帯の構成種と一致している.一

方，上岩橋層I帯に当たる群集は，江戸崎町時崎の上岩橋

層中に認められない． これは，上岩橋層堆積時期の地形が，

GS-TS-1の地点が谷の中なのに対して江戸崎町時崎の地

点が台地上であったためと考えられる．

浮遊性有孔虫化石の多産する層準について

近藤・鎌滝(2000) は，古東京湾の海況の特徴として，

沿岸水と外洋水， また暖流と寒流が様々な程度に混合し複

雑であり，比較すべき適切な例が日本周辺に少ないこと・

高海面期になると湾内に黒潮が流入するという特異な条件

のために，水深が大きくなっても底質は細粒とはならず，

一般的な堆積相の分布モデルが適応しにくいとしている．

このような環境に支配される古東京湾では，高海面期に

は黒潮の流入によって，浮遊性有孔虫化石の産出が増え，

その結果，全体の有孔虫に占める，浮遊性有孔虫の量（浮

遊性比）が大きくなると考えられる． この浮遊性比の高い

層準は， テフラと同様鍵層として使えると考えられる．本

研究で地蔵堂層の1I1帯及び藪層のI帯に認められた高い浮

遊性比を示す層準が， それにあたる。以上のことから，今

後,古東京湾に形成された地層を分析する場合には, P/T

比（浮遊性比）に留意する必要がある．
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Abstract

Fossilforaminiferafromcoresamplesdrilled

intheTsukubaScienceCity,IbarakiPrefecture,Japan.

KANEKoMinoru】 ・IsHIKAwAHiroyuki2･NoMuRAMasahiro3 ･

YAMAGISHIYoshie4 ･YAJIMAYusuke5

｣G〃"柳αP〃をc""/Kj秒〃Se"加γH垣ﾉ'Sc/iOO/: I-32"'""-cJ@0,K"",G〃"α"",375-0025, _ﾉ”α〃

20"α〃〃伽fzwziん"jO7'"惣ルScﾉzOO/ :955-Z,"たα吻妙"s""",O",G"邦獅α,3"-0822ノ")α〃

3D"α汀加g"ォQfGeo/ogy,G""汎α〃zMsez"fzqf""z"'rz/H1Sわび：

Z674-Z,KK""た〃”伽α, Tbwio",G""畑α,37り-2"aノ""〃

4221-1QS/"myα加a-c"0,nzhfzs""G""うれα,37D-0866)/"α〃

5駐Sα〃α〃Dα“〃んれゎγH喀血ScﾉzOOj f Z903-I,Htzs"g-cyo, lSes""G〃"加α,3Z2-000Z,ノ”α〃

Analvsisoffossil foraminiferafromthePleistocene

JizodoFormation,YabuFormationandKamiiwahashi

Formationwas done for the reconstruction of

Daleoenvironmentsbasedoncoresamplesobtainedfrom

aroundtheTsukubaScienceCity, IbarakiPrefecture,

Japan.

Thefollowing9fossil benthicforaminiferal assem-

blageswere diStinguishedPsezJ"0"0"jo〃 ノ"po"jc況加

-Bz""/“〃""assemblage, Rosa/伽α 〃地γ咋加α"α

assemblage, """""""""0"jca－A沈加0""舵"g"‐

z泥"szs α"g況如如一α師c"es /06α雌/zfs-G/060cfzssid"""a

6iS""assemblage,Hfz"z"""α〃狛加"jca－Eゆﾙ〃醜加

"d"e"""assemblage,B"ccg/地方"dtz-庇g"伽"0"zo〃

ﾉ"01zic""assemblage, A加沈0"zα ノ"0""－庇g""07-

0”/"gIzi脚αγ"assemblage,Awz"zo"αﾉ"0"i""""z-

α”α"""0"i"assemblage,A糀獅0"jfz6""γ〃formal

-Rz池γ0"/"""po"jca-Rosα""α〃加呵g加""αassem‐

blage,Pse""0"0"0〃ノ"0"Zc"加一Rosa""α〃""g加α"a

E〃ん〃加加"s"e"seassemblage.

Basedonthesebenthicforaminiferal assemblages, 8

zonesand2 subzoneswere recognizedas follows:

JizodoFormation lzone, IIzone, IIIzone,YabuFor-

mationlzone(Iasubzone, Ibsubzone), IIzone, IIIzone,

KamiiwahashiFormation l zone, IIzoneinascending

order. Theseassemblagesshowthesedimentaryenvi-

ronmentsofinnerbavtoinnersub-coastalzone.

Fossilplanktonicforaminiferawasrevealedthatthe

JizodoFormationlllzoneandYabuFormationl zone

yieldedabundantplanktonicforaminifera.

BoththeJizodoFormationlllandYabuFormationl

zonescontainingabundantplanktonicforaminifera,sug-

gestthemostdistincttransgressioninthesestratigra-

Dhic successions. Thecorrelations of foraminiferal

assemblagestothePleistoceneofsouthernKantoregion

wererefered.

Keywords:Benthicforaminifera・Planktonicforaminifera・TsukubaScienceCity･Coresample・Pleistcene
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